フランスにおけるデータ解析と情報学 : 国際シンポジウムにみるその動向 (統計数理研究所 研究活動 (研究会報告 数量化の方法と応用に関する研究会)) by 大隅 昇 & Noboru Ohsumi






 8．フランスにおけるデータ解析と情報学   国際シンポジウムにみるその動向











                        統計数理研究所林  知己夫
 理論がありこれに実際のデータをあてはめることが実証的研究ではたい．実際にどうデータ．
をとり（既存のデータならそのデータの得られたプロセスを知り尽くす），どうデータを解析し
て，妥当な結果を紡ぎ出すかを考えつつ，その方法論や方法を開発することがその主眼である．
 学際的研究というのは，ただ各分野の人が夫々の立場を守り協同研究するのは本筋ではたい．
ある問題解決に向かって夫々の分野の考え方や蓄積をポテンシャルとしてその問題解析のため
の方法論や方法を開発するところに意義がある．従って実証的・学際的研究を通して新鮮な方
法が生まれてくるものである．またこれがその狙いでもある’数量化もこうした実証的研究を
通し，生まれ発展して来たものである．私は上記の実証的・学際的研究によって数量化の方法
論や方法がさらに発展してくるものと期待している．これが，現在の統計学の硬直化を救い，本
当に役に立つ統計学発展の一つの機縁になることを願っている．
